
2019年 8月後半・問題 

 

・8月 19日に地上発射型巡航ミサイルを（      ）が試射した。これは中距離核戦力全廃条約（（   ）全廃

条約）の失効を受けてのもの。（      ）がロシアに対抗するために行ったものだが、新たなミサイルを開発す

ると表明していた。 

 

・（   ）政府は日本と（   ）の間で結ばれている協定の（       ）を破棄する決定を下した。（   ）

とは軍事情報包括保護協定のことである。これにより、例えば北朝鮮のミサイル発射について得た情報を日本と

（   ）それぞれで共有し安全保障に役立てることが出来る。協定は 11月まで有効だが、その 3か月前に破棄を通

告しない限り 1年間自動延長することになっていた。ちなみに日本の外務大臣は（   ）氏であり、（   ）の外

務大臣は康京和（カン・ギョンファ）氏である。 

 

・8 月 22 日に、横浜市の林文子市長が（   ）を誘致する意向を表明した。横浜港の山下ふ頭にカジノを含む統合

型リゾート（   ）を作るというものである。これは大阪府・和歌山県・長崎県に続く表明であり、関東圏での表

明は初である。市民の間にはギャンブル依存症への心配などから反対意見もあるが、地域の経済活性化にプラスであ

ることが見込まれている。 

 

・（   ）での混乱が 8月下旬になっても収まらないでいる。デモ隊が（   ）国際空港を占拠し、空港が機能不

全に陥ったばかりだが、24 日にはデモ隊と警官隊が衝突してしまった。これは「（   ）」改正案に端を発したもの

である。 

 

・8 月 25 日から 3 日間の日程で先進国首脳会談が開かれた。開かれた国は（   ）で、開催都市は（   ）であ

る。この先進国首脳会談は別名Ｇ７サミットと呼ばれており、日本・アメリカ・（   ）・イギリス・イタリア・カ

ナダ・ドイツの 7か国首脳が参加している。経済や安全保障の課題について今年も話し合いをした。日本からは（   ）

首相が、アメリカからは（   ）大統領が、イギリスからは（   ）首相が参加した。今回の議長は開催国の首

相である（   ）大統領である。 

 

・8 月 25 日と 26日の両日、韓国軍が（   ）島周辺で軍事訓練を行った。（   ）島は島根県に属している日本

の領土であるが、韓国では独島（ドクト）と呼ばれている。日本としては、（   ）島は日本固有の領土であり、韓

国が不法占拠している状態である。訓練に対してアメリカ国務省は「生産的でない」と韓国を非難した。アメリカが、

日本と敵対行動を取る韓国に対して不満を表明したと言える。（   ）破棄によりアメリカは韓国に対して不信感を

持っていた。 

 

・28 日に日本が韓国を貿易優遇国である「（   ）国（グループＡ）」から除外する手続きを取った。これに対して

韓国は世界貿易機関（ＷＴＯ）へ提訴する動きを見せている。日本の経済産業省の大臣である（       ）氏

はこれに対し、どのような形で韓国が提訴するのか考えを聞きたい旨を示した。 

 

・8 月 29 日に（   ）大統領が全土で野焼きを原則禁止とする大統領令を公布した。これは南米（   ）のジャ

ングルで大規模な火災が発生しているためである。 

 

・8 月 30 日に理化学研究所はスーパーコンピューター「（   ）」の電源を切った。9 月から解体され撤去される予

定である。ちなみに「（   ）」の読み方は（   ）」である。「兆」を大きくすると出てくる位である。理化学研

究所は「（   ）」の約 100 倍の性能を持つ後継のスーパーコンピューターを設置し、2021 年頃に本格的な運用を始

める予定である。そのスーパーコンピューターの名前は「富岳（ふがく）」である。 

 

・8月 30日に（   ）大統領府は、日本と（   ）で 9月に首脳会談を行うことを発表した。日本の（   ）

首相と（   ）の（   ）大統領が、（   ）のウラジオストクで 9月 5日に会談を行うというものである。こ

の会談で日本と（   ）の間で平和条約締結や北方領土問題について進展があるのか注目される。 

 

・横浜市で開かれている第 7回（   ）開発会議が 8月 30日に「横浜宣言 2019」を採択し閉幕した。（   ）開

発会議は別名（   ）７と呼ばれおり、日本はこの会議を通じて（   ）支援を進めていく方針である。宣言で

は、（   ）を経済的に支配しようとする中国に対して「質の高いインフラ投資」をすすめていく内容が盛り込まれ

ている。 



2019年 8月後半・解答 

 

・8月 19日に地上発射型巡航ミサイルをアメリカ合衆国が試射した。これは中距離核戦力全廃条約（ＩＮＦ全廃条約）

の失効を受けてのもの。アメリカ合衆国がロシアに対抗するために行ったものだが、新たなミサイルを開発すると表

明していた。 

 

・韓国政府は日本と韓国の間で結ばれている協定のＧＳＯＭＩＡ（ジーソミア）を破棄する決定を下した。ＧＳＯＭ

ＩＡとは軍事情報包括保護協定のことである。これにより、例えば北朝鮮のミサイル発射について得た情報を日本と

韓国それぞれで共有し安全保障に役立てることが出来る。協定は 11月まで有効だが、その 3か月前に破棄を通告しな

い限り 1 年間自動延長することになっていた。ちなみに日本の外務大臣は河野太郎氏であり、韓国の外務大臣は康京

和（カン・ギョンファ）氏である。 

 

・8 月 22 日に、横浜市の林文子市長がＩＲを誘致する意向を表明した。横浜港の山下ふ頭にカジノを含む統合型リゾ

ート（ＩＲ）を作るというものである。これは大阪府・和歌山県・長崎県に続く表明であり、関東圏での表明は初で

ある。市民の間にはギャンブル依存症への心配などから反対意見もあるが、地域の経済活性化にプラスであることが

見込まれている。 

 

・香港での混乱が 8 月下旬になっても収まらないでいる。デモ隊が香港国際空港を占拠し、空港が機能不全に陥った

ばかりだが、24日にはデモ隊と警官隊が衝突してしまった。これは「逃亡犯条例」改正案に端を発したものである。 

 

・8月 25日から 3日間の日程で先進国首脳会談が開かれた。開かれた国はフランスで、開催都市はビアリッツである。

この先進国首脳会談は別名Ｇ７サミットと呼ばれており、日本・アメリカ・フランス・イギリス・イタリア・カナダ・

ドイツの 7 か国首脳が参加している。経済や安全保障の課題について今年も話し合いをした。日本からは安倍晋三首

相が、アメリカからはドナルド・トランプ大統領が、イギリスからはボリス・ジョンソン首相が参加した。今回の議

長は開催国の首相であるマクロン大統領である。 

 

・8 月 25 日と 26 日の両日、韓国軍が竹島周辺で軍事訓練を行った。竹島は島根県に属している日本の領土であるが、

韓国では独島（ドクト）と呼ばれている。日本としては、竹島は日本固有の領土であり、韓国が不法占拠している状

態である。訓練に対してアメリカ国務省は「生産的でない」と韓国を非難した。アメリカが、日本と敵対行動を取る

韓国に対して不満を表明したと言える。ＧＳＯＭＩＡ破棄によりアメリカは韓国に対して不信感を持っていた。 

 

・28日に日本が韓国を貿易優遇国である「ホワイト国（グループＡ）」から除外する手続きを取った。これに対して韓

国は世界貿易機関（ＷＴＯ）へ提訴する動きを見せている。日本の経済産業省の大臣である世耕弘成（せこうひろし

げ）氏はこれに対し、どのような形で韓国が提訴するのか考えを聞きたい旨を示した。 

 

・8 月 29 日にブラジル大統領が全土で野焼きを原則禁止とする大統領令を公布した。これは南米アマゾンのジャング

ルで大規模な火災が発生しているためである。 

 

・8 月 30 日に理化学研究所はスーパーコンピューター「京」の電源を切った。9 月から解体され撤去される予定であ

る。ちなみに「京」の読み方は「けい」である。「兆」を大きくすると出てくる位である。理化学研究所は「京」の約

100 倍の性能を持つ後継のスーパーコンピューターを設置し、2021 年頃に本格的な運用を始める予定である。そのス

ーパーコンピューターの名前は「富岳（ふがく）」である。 

 

・8 月 30 日にロシア大統領府は、日本とロシアで 9月に首脳会談を行うことを発表した。日本の安倍晋三首相とロシ

アのプーチン大統領が、ロシアのウラジオストクで 9 月 5 日に会談を行うというものである。この会談で日本とロシ

アの間で平和条約締結や北方領土問題について進展があるのか注目される。 

 

・横浜市で開かれている第 7回アフリカ開発会議が 8月 30日に「横浜宣言 2019」を採択し閉幕した。アフリカ開発会

議は別名ＴＩＣＡＤ７と呼ばれおり、日本はこの会議を通じてアフリカ支援を進めていく方針である。宣言では、ア

フリカを経済的に支配しようとする中国に対して「質の高いインフラ投資」をすすめていく内容が盛り込まれている。 

 


